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　　　　図一4　島原市の復興計画の考え方
①地元自治体としての主体性を打ち出す（図一4）
②復興関係者と有機的な連携を図る。
　③　復興に対する考え方を早期に打ち出す。
　④市民全員参加の復興を目指す。
　⑤委員会が全面にたって計画を策定する。
　⑥事態の特殊性に配慮し，弾力的に事業化を推進
　　する。
　今回の災害の教訓と課題を基に復興の基本方針を生
活再建，防災都市づくり，地域の活性化の3本柱と設
定している（図一5）。緊急対策として，被災者の生
活再建および土石流対策を掲げた。計画の策定に当た
っては，各種のアンケート，要望書，．復興に向けての
作文公募，地域団体の意見の聴取，専門家の参加を得
た勉強会などから得られた結果も取り込んでいる。今
回の復興計画の作成にあたっては，被災者救済対策と
復興計画が同時並行で進められている。被災者対策が
終わって，島原への関心が薄くなった段階では，復興
1被災・など・生活再建一 熨p響ト［i三三ヨ
・土石流対策・強化 J璽「i
・安全な居住空間・形成一 搭ｿ：：i。
・予警報・鮒・・充実一 ﾈ脳慰i
・地域交通網・再整備一 雷ｿ囎ミ
・地域・活性化一
ﾉ灘原帯1。
・まち・魅力づくり一 鞫p鍵i
防災都市づくり
地域の活性化
図一5　島原市の復興基本方針
に対して投資が行われにくいと判断したためである。
　まとまった基本構想の中間報告4）をもとに，平成5
年1月31日に島原市災害復興シンポジウム「興そう
拓こう　島原の未来」が島原文化会館で開催され，復
興について市民の意見を聞く場が設けられた。約700
人の一般参加者を得て，午後1時から約5時間にわた
って予定時間をオーバーした熱心な討論会が行われ
た。シンポジウムでは北海道美山町水上博町長から昭
和63年暮に噴火した十勝岳の災害対策を指揮した経験
に基づく特別講演「活火山とともに生きる細づくり」
や九州大学島原地震火山観測所長太田一也教授の「火
山災害の実態」として普賢岳の噴火活動報告，さらに
「復興に関する提言」の優秀作品の表彰ならびに発表
がなされた。続いて「大いに語ろう島原の明日を」と
題して討論会を行ない，会場で配布・説明された「復
興基本構想」（中間報告）について，被災者代表・住
民代表・専門家および行政代表でそれぞれの立場から
将来を見据えて論議がなされた。「被災者の救済を第
1に」，「規格の高い道路の整備」，「被災者と行政とが
協力した復興へ」，「地域人材（リーダー）の養成」，
「企業誘致など働く場の確保を」など多岐にわたる内
容の提言がなされた。最後の会場参加者とパネラーと
の意見交換会では，「公共下水道の整備」，「地元住民
の意向を入れた計画策定を」，「被災者救援の充実を」，
「住宅団地・公営住宅は安中地区に建設を」などと切
実な提言が出された。討論会のまとめとしてコーディ
ネーターの文教大学伊藤和明教授（NHK解説委員）
から「島原は他の活火山災害の教訓・手本になるよう
これから復興へ頑張ってほしい」という締めくくりが
なされた。
　シンポジウムでの意見および長崎県の実務者レベル
との調整などから中間報告の一部門修正され，2月9
日開催の島原市災害復興検討委員会で基本構想が確定
した。
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　島原市は，最終段階の基本計画の策定を，
　①水無川流域の緊急かつ恒久性土石流対策
　②　生活再建（住宅確保）の支援
　③　防災を中心とした道路ネットワークめ形成
　④火山防災観光の推進
　⑤半島中核都市としての活力ある中心地づくり
をメインテーマに，事業としての予算づけ，各種助成
制度との整合性を再度見極めたうえで，3月24日開催
の最終の島原市災害復興検討委員会に基本計画面を答
申した。年度末までの委員会であったので，計画を十
分練り上げる時間が不足し，計画の今後の事業化のあ
り方まで議論できなかった。しかし，地域の意見およ
びこれまでの国および長崎県の復興計画とリンクさせ
た島原市の独自の復興計画画5）が策定された大義は大
きい。このなかに，安中三角地帯の全面嵩上げや住宅
建設などの大プロジェクトも含まれており，財政上の
課題の整理，関係機関との調整および地元との合意形
成が一層必要である。島原市の復興計画と整合性を持
たせながら，今度の島原地域における各種のマスター
プランを作成することが可能になってきた。
6．深江町復興計画・その他の民間団体による復興へ
　の動きなど
　深江町は，島原市とは別個に深江町雲仙噴火災害対
策委員に災害復興幹事会を設置して復興基本計画を策
定している。平成5年1月18日の初会議で復興基本方
針として
　①　被災者や砂防事業関係住民の住宅確保
　②被害拡大防止が急務となっている土石流対策
　③水無川流域を中心に農業再興に向けての農地基
　　盤整備
　④島原深江道路・地域高規格を含む道路の基盤整
　　備
　⑤大野木場小学校をはじめとする公共公益施設の
　　整備
からなる5つの重点項目を決めた。さらに，2月25日
の第2回目の会議で復興基本構想の基本案にまとめ
た。骨格的には，島原市と同じくA．生活再建，B．
防災まちづくり，C．地域振興を3本柱としている。
目を引くのは，防災まちづくりの分野では，「防災コ
ミュニティー構想」で町内を4地区に分け，主要道路
や学校施設を核とした防災拠点を設置して地区ごと
「自己完結力」をもたせた整備構想を打ち出している。
この他，この地域振興では，農漁業の基盤整備ととも
に，火砕流の直撃を受けた大野木場小学校校舎や水無
川下流域の観光施設化などの構想も盛り込んでいる。
　島原市や深江町のほかに，島原市や深江町の行政の
枠にしばられない半島一体を対象とした復興構想が住
民や諸団体からいくつか提案されている。たとえば，
島原市の若手職員からなる「みらいフォーラム’93」
のメンバーはより広域な視野から島原半島全域の発展
策を具体的に捉えた「火山と防災の総：合ミュージアム
　ゾーン」と「森林公園ゾーン」の建設を提案してい
る眺
　松平黎明会は日本建築センターおよび住宅都市開発
研究所の協力のもとに島原地域の復興・再生プラン案
を提案している。防災面での環境整備とともに農業・
観光・商業の各産業別に地域の特性を生かした具体的
な振興プロジェクトを提案，島原市の将来像として「ハ
イ・アメニティ・シティ」（環境創造都市）という新
機軸を打ち出している。平成5年1月30日に3者によ
る島原振興計画作成の契約調印がなされた。今後は，
この素案をもとに具体的な形で島原半島全体の長期的
振興策が作成される予定となっている。
　長崎県商工業会連合会が小規模事業対策推進事業と
して調査研究した「雲仙・普賢岳の噴火災害をのりこ
えて一島原半島産業（商工業）復興対策一」をまとめ
ている7も平成4年6月から開始された調査結果で，
平成5年2月6日の島原半島産業（商工業）復興対策
講演会で公表された。地域商工業の課題とそれからの
脱却を図るための戦略が提案され，ここでも行政区画
を乗り越えた施策の立案の必要性が述べられている。
これらの3つの復興計画では，島原市や深江町の復興
計画とリンクする形で島原半島全域にわたる地域振興
策，道路網の整備が必要であることを示している。島
原半島全域にわたる地域振興策は，長崎県が中心とな
って立案する必要がある。事実，長崎県知事は，3月
8日の定例県議会の一般質問で「雲仙岳災害経済復興
検討会議」を設置し，10月末をめどに島原半島復興振
興計画を策定すると明らかにした。具体的には，行政
や経済などの責任者に復興計画をもちよった全体会議
および復興計画のアイディアや提言を全国に求めるこ
となどによって島原半島全体の復興策を探る予定であ
る。
　砂防計画，水無川の改修，島原深江道路の建設など
のハード面の対策と島原市・深江町の独自の復興計
画，地域全体の復興計画がリンクしてはじめて総合的
な復興対策となる。
7．平成5年度に入っての被害拡大と復興への動き
　平成5年の初めには，火山活動に終息の兆しがみら
れ，建設省雲仙岳復興工事事務所の開設など行政内部
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の復興体制の整備，島原市・深江町の復興計画の策定
など，災害対策は応急対策から恒久対策，復興対策に
力点が移りつつあった。このように，復興対策に着手
しようとした矢先の4月28日から大規模な土石流が相
次いで発生し，水無川流域と中尾川流域の家屋，道路，
鉄道に大きな被害をもたらした。
　4月28日～29日の総降水量239㎜，最大時間雨量は
25㎜で，10年確率降水量に対応する。土石流による土
砂堆積量は102．5万㎡で，これまでの平成3年6月30日
の38万㎡，平成4年8月8日～15日の58万㎡の土砂量
を上回る雲仙普賢岳災害で最大規模となった。特に，
昨年まで発生していなかった中尾川流域に土石流が初
めて発生した。5月2日の雨で中尾川流域の被害がさ
らに拡大し，水無川流域の2年前と同じ状況になって
きた。水無川流域には3基の遊砂地と水無川の河積が
あったが，これだけでは土砂の氾濫を止めることが出
来ない。また，中尾川流域にも新たな砂防施設が必要
になってきた。そこで，建設省九州地方建設局は，「雲
仙・普賢岳土石流災害に関する緊急応急対策工法検討
委員会」を設置した。5月14日の第1回目の委員会で
水無川と中尾川流域に各1基壇砂地を新設するほか，
水無川の両岸に防護壁を設置し流路を拡大，さらに既
設遊砂地の容量増強などの被災の拡大防止を図る応急
対策を決めた。特に，中尾川流域が土石流被害を受け
ると島原市が孤立することや，市中央部に近いことも
あって中枢部が被害にあう可能性があるので，迅速な
対応が必要とされた。ところが，工事の準備が開始さ
れた直後の5月21日に火口北側の第11ドームから崩落
した火砕流が中尾川上流部の千本木地区に到達し，民
家まで20mに迫った。島原市は5月24日正午から南千
本木町を警戒区域に設定した。このため，中尾川流域
の遊砂地を上流部に設けることが不可能となり，応急
対策は警戒区域の外側に変更され，遊砂地と砂防ダム
の建設に変更された。水無川の砂防計画には噴火が終
わって着手できる恒久対策と警戒区域の解除地域に遊
砂地を掘る応急対策しかなかったが，6月17日の第2
回目の検討委員会ではじめて2年程度で対応できる緊
急対策が論議され，仮設導流堤の建設，水無川第1号
砂防ダムの建設着手などが決められた。砂防計画の実
施が，地元の土地利用方針をもとに議論された。これ
によって，やっと地域・行政と一体となった望ましい
形になってきた。しかし，これからの砂防事業予定地
に火砕流が6月21日から到達し始めた。6月23日に中
尾川方面に大規模な火砕流が発生して南千本木地区を
中心に家屋が焼失し，男性1人が火砕流のために死亡
した。24日にも火砕流が発生し，さらに下流域の住宅
地を襲った。6月26日には噴火開始後初めて水無川流
域で火砕流の本体が国道57号を越えた。これらの火砕
流で中尾川流域および水無川流域の警戒区域・避難勧
告区域が拡大され，応急・緊急対策に着手できない状
況になった。また，防災工事を行う導流堤予定地の用
地交渉の進捗状況は38％程度であった。集団移転先や
生活再建がはっきりしない現状で，被災者の救済対策
と防災対策がセットになっているため前者が解決しな
いと防災工事にも着手できない状況が続いた。しかし，
これ以上放置すると，被害が拡大する一方面あること
がはっきりしてきた。防災工事の必要性および長期化
にともない被災者対策の見直しも認識されてきた。こ
のようなことを背景に地元に工事に早期に着工する声
が高まり，土石流対策として下流域からの仮設導流堤
の建設が開始された。災害の拡大によって，応急対策
に追われているが，最近，やっと住民，市，県，国の
一体した取組みが出来る状況になりつつある。
　平成5年4月28日以降の重なる土石流，火砕流の発
生によって水無川流域の国道57号，国道251号，島原
鉄道が被害を受けた。島原鉄道は，4月28日から軌道
が埋没し，国道57号の水無川橋が6月18日に流失して
不通になっている。国道251号には土石流の度に大量
の土砂が堆積したが，除去が間にあわないので，6月
21日からは堆積土砂を取り除かず，整地して仮復旧し，
通行を再開している。長崎県は，代替輸送に島原市と
水無川以南を結ぶ海上代替輸送を導入した。また，国
道251号および国道57号の緊急連絡橋の建設が決めら
れた。水無川流域の国道251号では7月4日の土石流
で中尾川の下流部で土石流による泥流がはじめて国道
251号に流入したために交通止めになった。このため，
水無川と中尾川で交通が寸断され，島原市は孤立状態
になった。長崎県は，中尾川流域の交通が遮断された
場合の海上代替輸送手段として，フェリーを確保する
と同時に緊急連絡橋の建設をきめた。
　このようななかで，昨年の8月と今年の4月に大き
な被害を受けた安中三角地帯の住民は約90ha，約320世
帯を嵩上げしてふるさとを再生する復興を目指してお
り，7月25日に「安中三角地帯嵩上げ推進’協議会」の
総決起大会が開催された。噴火活動が2～3年で終息
して，導流堤，水無川の堤防を嵩上げおよびスーパー
砂防ダムが完成すれば，安全な居住地が確保され，市
街地を分断しないきわめて有効な方法であると判断さ
れる。
8．まとめ
雲仙普賢岳の火山活動が終息する見込みが立ってい
高橋　和雄・松野　　進・久松　健一 93
ないが，災害の応急対策から復興対策を検討する時期
にはいっている。本報告の調査で明らかになったこと
および各種の復興を巡る会合の中でまとまったことを
まとめると次のようになる。
（1）今回の噴火災害では長期化，生活・生産基盤の流
　焼失，警戒区域の設定による立ち入り禁止に伴う被
　害とかって経験したことがない災害対策が必要とな
　つた。災害応急対策は適切かつ早急に行われた。こ
　れに対して全体的な復興対策の計画づくりには時間
　を要している。
（2）復興計画の作成に当たっては，被災者の意向調査，
　住宅・農地などの土地利用計画などが必要である。
　長期化と先の見通しがっかないこと，避難者が現に
　いること，災害の規模が確定しないことなどの要因
　が重なったために必要性は認めながらも地元の意向
　のとりまとめが具体的に進展しなかった。このため，
　砂防・治山施設の基本構想，水無川の改修計画，緊
　急連絡橋，島原深江道路のようなハード対策に比べ
　ても復興計画の着手までにかなり時間がかかった。
（3）島原市の復興計画の作成は，被災者や：地域の意見
　を入れながら，方針・構想・計画の順に段階的に行
　われた。地元の合意形成を行う一方，国や県と調整
　を行って実行可能案を作成する手法が採用された。
（4）被災者から行政への要望は町内会，被災者団体，
　復興委員会などの組織が意見をまとめ，行政が対応
　できる形で要望書を提出する形で行われた。今回の
　噴火災害では，被災者からの要望は合理性があれば
　何らかの形で認められたので，このような方式が定
　着した。これからの土地の買い上げや移転について
　も被災者と行政が一体となって動けるシステムづく
　りが必要である。また，地域の意向をまとめるリー
　ダーを養成することが急務である。
（5）この2年間，火山活動と並行して災害対策の対応
　技術を蓄積し，当面の緊急対策がやっと揃い，かつ
　地域が一体となった取り組みができるようになった
　段階にあり，これを第1案としていかに防災対策を
　進めるかが現地の復興の鍵を握っている。
　本報告では復興を巡る行政と住民の動きと島原市の
災害復興検討委員会の活動を中心に復興の状況を示し
た。住民の合意の形成，全体計画の作成，地元の自治
体（市や町）と国および長崎県の調整，事業化と日常
の行政の枠内を越えた手法が災害復興には必要であ
る。雲仙普賢岳の火山災害の復興が，災害復興の新し
い見本となるようにすべきである。このためには復興
計画と事業化するための行政の枠を越えた推進支援体
制と地域のまとまりが必要と思われる。今後とも，一
層の関係者の叡智，努力，－協力，支援が不可欠である。
　本報告をまとめるに当たって島原市，島原青年会議
所，長崎県災害対策本部に資料提供の’協力を得た。ま
た，本報告の調査には，朝日新聞，島原新聞，長崎新
聞，西日本新聞，毎日新聞，読売新聞，広報しまばら
および島原市災害復興・再建ニュース「ふっこう」を
参考にしたことを付記する。なお，本調査には，平成
4年度文部省科学研究費補助金重点領域研究（1）「傾斜
都市域の洪水・土砂氾濫災害の予測と軽減，，復興対策
に関する研究」（研究代表者：高橋保京都大学防災研
究所教授）を使用したことを付記する。
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